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1．分析概要

(1)分斬箇所 ．
． ．東京商等哉判所． ．
①･NO.2E卿室梁
②No.2EV18職"ﾔﾌﾄ圏
③肺.肥Ⅶ階シャフト･壁

②分祈期間 ・
． ・平鯉3年1'月7日 ～ 卿3年11月8日

(3)施工業者

元鯖巣者 東京都千代田区神田(洲町3-7E-13""､JII離池階
株式会社大林魑城西地区工察事務所

噂膳P8･S295-4712 "

横浜市鶴見区鶴見中央2-5二5 ，
ｱ跡･wWWsたｱ9"･鱸会社東京本部環境ｴﾝジ部

採取業者

TELO45-503-7767

分折粟者 日本顔齢折ｾﾝﾀｰ株式会社
・東京都大田区蒲田4-43岸5 ．：
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[ ’ 平成23年11月10B

報告書･(鉦窮翻番号 110鯉

：石綿障害予防規則第3条第2項に基づく
事前調査における石鯛分折結果報告書（証明書）

e （

株式会社大林糧御中

貴社より委舵を受げた石綿分折の結果は鼠.下記に配載したとおりであることを証明します。

ただし､本分析の結果は､入手した拭料の範融こ隈定させていただき震ず。

‘･配

上‘分析を実施した石錦分折機関 D，
■ ■

①名 称

③所在地

代表看氏名 中元牽博
ゆ ●｡

一一一一

藩3号

FAX:06毛38F6290
●B ■
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27b-74
二一

④聖像番号(作業棄境測定機関）
一一

一一

一一一一一デー

⑤､連絡担当者
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2.分析を実施した年月日
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5｡ .分街錆果
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注1)職回折分続法はJISA1481による噸回折溌置の条件に基づく遡画釿定性分折法のこと。
分徽難色法は､･JISA1卿による位相差。､分散碩微鐘の仕織に基づく分散染色法のこと。

漣)穏類の菰には､次の罷号で鴎鰻している。
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採取鮒の写真
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錘相銭･分散顕撤鏡法による定性分斬3.2 、

3.2.1位頼鐘・分散顕微鏡の型式

Gd

9

3.2.2樹皮について

イ l
q

O P

3.2.3分析室の霞蕊■ ■

會分桁室の繊働 ’ 24℃
｡

3.2.4分析鰭果寵入翻
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卓 ■ ､

X総回折分析法による定性分椅穂皐で判明した
その他

０
勺

榊繩．
．
Ｏ
》

●
０
》
棚

‘‘⑳
■

■

した粒子数

＠アスペクト隼8以上の織蕊霞 、粒子蝋
1． 1顕

■

’ 1“ 12 0。

旬

●

2 .117
柵
． 4 0

3 寺
早 134 m00 9． 0

合計
■

3帥 ．
． 6 ｡

30“ 26 0

蝋
．

‘
》

．
⑬
》
僻
‘

した粒子数
●

．、アスペクト比3以上の鰯総数 ③趣予数

1； 131 1000 ･31
Ｆ

Ｄ

ＯＩ
日

９

も

４

0

2 137 1000
■

16 0 ．

3 117 1“0
の

② 0

合瀞 認4
■

､30“ 0



』』蝿越

一

･石繍名称〈クロシドライト）

屈紳率 ngc .= '.鰐0
（

ー

･石錦名騨（トレモライト〃クチノライ.ﾄ）

.屈釿率n.r= 1.鋤

I

f石部名称（アンソフィライト）

屈鋳率.n評窪 1.618

ノ（

e

0

鯛恥．
●

＠． ‘

尉鉄織撒

鈍
＠
》
剛

淀…

、ｱｽぺｸﾞﾄ比3以上の鍵錘敏一
●

③粒子散

1 140 1000 0 0 ．
G

2 142 10的 0 0

3 111 1"O 0
p●

0

合針 393 3伽 0 0

〃
●嚇

今

。 、
》
一
》
鯛

．
④ ②分徹色還旦した粒子徴.。

〃

； ・ (個劉．

,、ｱｽペｸﾄ比3以上の繊嬢鼓
● ＠粒手数

1 124 1000 ・ 0 0

2 136 1噸 0
● q a ■

3 124 1000 0 0
生

合計 3鰹 3噸 0
qG

0

剛舳．
心
臓蝋
．

② ②分散色を塁した粒子数
． （個数)．

、アスペクト比8以上の霞錘賦 ③粒子数

1 ｴ17 1伽 0
●

0

2
□

1漣 40” 0 0

3 119 10" 0 0

合計 3鯛 3“0． 0
①
●

0



11鵬

3.2.5位鯛篭･分瀧蝋蕊法による定性分析鰭果

4.X纏回釿分祈法及び位謂差･分鱗醐鰯職の定鋤折詰果に基づく判笈巍課

I

蕊x認回折分祈法腱よる定鋤祈《宿）で､分散築色法蝿)の掴合で、石錦含有6勘と

.判定した湧合の砿鱈方法

）
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＆

＠石鶴の鬮頚 ＠定性分析結果

クリソタイル ㈲、 無
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､位相差･分散碩柵による分祈戯料の分散色の写真

別途写真 11094“

位棺差顕微鏡. (倍率8×釦0)．
&･3j

也乳
塾

＆

一

屈扮車
一
一
一
Ｊ ’分儀色・
－

祭司

I

雪雲
|

｜
凸

－

l
1

L

６

歩
．
先

」

Ｙ

一
・
．
ゞ
輔
《
．
↓

』
ｂ
盈
麺
銅
駛
，
△

参
・
！
、
角

溌
謬

1
1

1

1
h

灘鋤●鯉撫回
分散染
倍享：

◆

《恥和事

。
“
》

色
〆 《

■
■

函
、(鳳擬癖噌寵 ; 1．､錨G) 1.618)

ザ

』

駒

I
6

●Q

ゴ

っ
●負 、
n

G

G

輪'i:
ウ

f

1

壁

③●

。
、
、
ｐ
も
α
”

0

芯
●

q、 の
一Ｐ

心
卓

ゴ

君
ら
ロ

鯵

巻： ，

4

⑨谷．
8℃
星
可

I ‐ご■
丘

ﾀ”ﾀｲﾙ．（⑪像.） ｱﾝｿﾌｨｦｲ 〈･亨e)

分散染色
睡銃率n群： 1．風評： ，“）

一
◆籍季:X400

●

旬
●
ニ
ロ
マ
ァ
‐

口

の
句
ｐ

ウ
“
０
唖
ら
◆
⑧

駐

伊

・
畷
罰
蕊
稗
富

２

斤
△
と
■

』
Ｑ
二
Ｆ
▲
■
ｂ
●
画
い
●
＆

▼

や

▲
今
の
、

争
．
⑨
ザ
ら
ｄ
８
四
・●
》
■
●

●
●
Ｑ
Ｌ
■
Ｋ

ウ

ｐＤ
◆
●
●

七

○
Ｌ
一
画

隅

鉄
０
甸
早
項

●
合

■

・
言
。
口
小

心
咽
＄
一

軍
勺
負
“
早

田

○

色
心
．

●
幸
一
号
］

口

碑

弓
●●
ｐ

や

・
争

鈩
翁
鵠
ａ
．

０
●

。
●
●
ゴ
万
一
』
二
■

鐸

・
も
蒲
．
少
。

抄

●

p

夢

小

ジ

参

q

■

8巳

！
〃

a

零a畷

・ゆe 3
壱

〆〆． 恥超￥

、

■

（ I

、

●口
〃

幻
ゞ
や
《 I

帝 負伊旬
プ

．bぞ。
‐ ●◆

婚
4

■

争・ ．、伝 ､ ■

P.‐

ﾄﾚﾓｦ苛ﾄ〃ｸﾁﾉﾗｲﾄ （有⑰)， ”ﾃｦｲﾄﾉｳｲﾝﾁｬｲﾄ（ず、）q

謹撹“ 〔麗鋺蕊"．
分鮫染色

l.680) ,1.69の。
－

×4“

●

Q
一

●

旬

日

●

竃
＆

砂 司

唾
■ 顕

｡
ー

涙､

‐

a

や s
e

e

4．
Q

a

幸

◆9

砂．鯵 ‘
暑
守

●

■可
。
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

●
■

つ

げ9

蓉
伸

●

●‘． ク

岸

アモサイL卜 （④餌）

醜hcnMp駒chumaicmlt"

ｸﾛｼドﾗｲﾄ 〈有、）

ｱ犀ペストの■旗

申 ■

クリソタイル
｡■

アンソブィライト

卜 }、 ． ／
ツイ】

'騨緊&,ﾄﾒ'1.‘"(蝉働｡ ｡

.アモ鉄jｲ.卜

ク豚シドワイト

1.槌0唾働

|t’咽《僅働劃
1｡的0鰹些②

廊策

稗

桃

梯

》
毒
岬

↑
０
．
．
醒

鎚
－
６

１
仏



一
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6. .X瞳回折分祈法による定通分祈

a.1－次分折賦料の前鯉趣

5.2.石韓含有率の算出方洗

6.3X憩回鋪躯による定齢街の条件

↓

ﾛ ● ､ 5

5．4垂線回釿分祈法に使用する換盆線
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の有無

③ 無

.（ ． 蟻酸 ）
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９
８
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皿
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■
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４
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■
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０
１
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．『ピークの鴎号』

"r:.クリソタイルA函．:アモサイ．卜αO:クロシドヲイト庇e/Act:

Ant:アンソフィ．ライト":カルサイト Q:石英 在：トリジマイト

Vc:パーミ・キ三ライト恥:0ハイドロパイオタイトBr:プルーサイh

Cl:クロライト匙:壷ｲカ（イライト） 風:長石恥:未同定ピーク

トレモライトノアクチノ･ライト

食：クリストパライ．ト

Se:セピオライト
1

1
1

I

I
1|‐ 一－ －－－－
一



型”“写3

3.2位相差･分散願微鏡法による定性分析

3.2.1位相塾。.分散願微鏡の型式

げ

3.262浸被について

1 1

8.2.3分軒童の温度

＠･分祈室の湿度に)・ I 2繩
＄

3..2.4．分析繍配入桐

･石綿名称(クリソタイル）

屈折率、汗、 ＝“ 1.550

(、 ）

『

8

･石純名称（アモサイト）
○

屈釿摩ngc= 1､680

■

⑮顕微鏡のメテカー.型式
●

一
● ①

メーカー

聾式

闇ニコン

mLI唖即i

＠照函系 型式． 12V100W

、コンデンサ ．
■ ● ■ ●

型式 FMI .

＠射物レンズ 型式
●
》

》

１Ｆ或
圃
圃
皿１

》
■
０
－
口
０
《
一
】
ず
Ｃ
Ｏ

瘤
・
函

》
州

、使用した浸被のメーカー
｡ cAMLIE"

＠趣定した
｡ 受被の屈釿率 ↓鹿0,.1.680, le690,1.620,L618

曇蹴を選定した理由
○を付けて下さb､

○

睡官r函奮髄坐…、羅狩罐鴎…

の種別が判明1，ている甥合 ． ．
)により賎蕊物／工作物

●

x線回糊祈法によ･る定性全獅結果で判明した
その他

鯛蝿．
． 、
§…数

◆ 、

糊
唖

霞分散色を呈した
（個鋤．
粒子數

．＠アネペクト比8以上の蝋 ⑳粒子I 隣
1 1虹 1000 5 、● 0

2 1蕊 1“0
Q ●

18 0

3 118 '1“0 ､11 0

合計.． 4妬 3000 34 0

鞠mb. 計融篁職|鞠G

I

画.瓦
●

摩＝匡鐸しに…

個勘

③アスペクト比3以上の繊鯉散 趨粒調 隣
０
●

1 1銘． 1唖 35 0

2． 1狸 1000 18 ,0

3 1虹 1“0 麹 0

合計 ､411 30“.‘ 79 0



型偲製皀3

･石総名称（クロシドライト〉

屈押零 ：ロ評－－ ． 1．6鋤

･石節名称（トレ署ライト/アグチノラ部卜)．

屈押率－， 画評＝ 1.“

0

I

Dロ

. ･石錦名称‘けンソフィラォト）

屈鋺率.･亟評=i.618 、

（ ．ノ

声

少

『

鯛弛．
⑧．

申

§蹄野散
侭
鮒

＠ た趣子数

⑳アスペクト比3以上の蝋
b d D

②粒子§ 《

1
●し

･107 1“ 0 0

2 110 1000 . 、0 0

3 1認 1“0 0
●◆

0

合計 350 30“ 0 ． ･0

●
●
の
柵
．

、
》
一

§
》
剛

、分散色を呈した瞳子徴
． (個勘：

■

⑳ア家ペタト比も以上の繊総数 ⑬､粒子徴

ユ

■ ●

1鮪 1mO 0 ｡

2 118
｡Ⅱ■

､10” 0 0

3 141 1“0 0 0

･･合計 3“ 鋤00. q
●

0:

◆
の剛
．

。

●

■

趨

計郷野敷き
■

硬
剛
．

⑬ …

画アスペクト比8以上の繊維駁
● ●

⑬粒子散

1 1配
､ 0

1”
白

0 0
巳●

2 109 1000 O' 0

3 127
■

10”
、

0 0

合計 3“ 3000 0． 0
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3.2.5位相塾・分散蹟微鏡法による定性分祈錯果

4x線回折分析法及び位相差･分散願微鏡法の定逵分祈絃果に基づく判定結果

I

ノ

I

巌x藻回読分衡法による定性分折(有)で､分嵌染色法《鋤の場合で､石錦含有G濁と
判定した梱合の噸方法

）（

少

I

ダ

、石諦の￥畷 、定性分糘鰊

クリ.ソタイル 由● ③ 、無
･アモサ部卜 ③ 無
クロシドライト

● ■ 有 ③
ﾄレモライト 有 ③
･アクヂノ雷イト 有 ③

●●

ア芝ソプィライ.卜 有 ③

●

●

石純の租顛

咽…願采.

X線風 斤分1斤法 ・ 分散染雛

回禰ピーク
3蝿子中の．
アスペクト比3以上
・の柵 :石舗の有無

客ね”湾彌刊疋顧索

．
》
、
噸
，

クリソタンィル ③
Ｇ
《
写 無 34 ③・ 鐙 ③・ 無

ｱモサイト ③･ ･綴 79
● 冠 。 、籍 ③・ 無

クロシドライト 有 ・鰯 0
0

有 ● ③ 有 ・ 鰯
ﾄレモヲイト

牟 凸 有 ・露 0 有 ．． 有 . ③
アクチノライト 有 ・鰯 0． 有． ．。 ． 有 . ．⑤
アンソフィ.ライト 有 ，③ 0

● ■ 有 ．③ 有 、 ③

使用した

⑳
・
柵

●

の屈折率

③．

‘観察された分散色
● ◆ ●

、ｱﾅﾗｲ伊ｰ使用“合の分散色

偲光オ屍上方向 鰯光板H方向 ＠判準した“等“称

偲光板上方向賎

侭光板II方向は、

アスベ異ト繊維の伸暴方向と偏光板の摂動方向が直交した概合を示すb .

アスベス蝿維の伸録方向と偲光板の綱方向が平行になった錫合を示筑



位頼差，分散凧微鏡法による分析鴬料の分散色の写裏
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型
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一
再

~~
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＆
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｡

』
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も.心3 ．
口 GQ

● の
上唾

■

8

夕”ｸｲﾙ.． （⑭鰯･） ｱ”ﾌｲｦｲﾄ 《有④）

分散染色
_催皐: XJQp謹装‘”幅鋳率画評《 』.剛

吾

・姉

(願狩準、『 ， 1.63鋤■

色
●

砂
9

0
色

I

、
L『 ●

■

I
全

■
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●
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戸
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‐
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．
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紬
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０
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一
》
．
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／
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1.6ﾕ8噸創

｡
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5.X蕊回折分析法による定鋤祈
9

5．1一次分析鰯の鯛蝿

6.2.石鞠含有率の算出方法

1

5.3X憩回鋪誕による走齢析翰粂件

）I

6.4･X魁回折分蒋法lこ使用する検鯛

⑬一次分斬鮒の前処理

の有無

（

③ 無

蟻酸 ）

＠石競漕有率の算出方法

‐

万
Ｂ
Ｆ
Ｏ
Ｏ
■
Ｕ
Ｌ
１
吟
ｙ
９
ｂ
ｌ
ｄ
５
●
■
■
Ⅱ
■

一次分領鯏を前処理せず算出

二次分析剛より算出

○三険分析賦料より算出
● 0 ■ ●

巳

その他（ ）

ロ

． 、駿定項目等 設定条件等

⑲x録回折装匿のメーカー･型式

g

メーカー
１
ｄ
ｄ
Ｉ型式

株式会社リガク
b

● G D

pT…SmV』
｡

蕊 ： ！ 息
守

食出器D/tex .皿嘘

@x認湖毒極 鋼

⑬管雛㈹0
◆

釦

3卿 《
①
●

⑳単色化(Kβ鰹の除去）
ロ

ニッウ･ルフイルター

⑮フルスケール(Cps) U .最大値
●
●
●

⑬剛数③ ：一

●

心

鋤
棚

蝿スキャニング
●＄

『んin) ｡ '

ステツプスキヤニ
｡

ング

3 ､●

ｰ

、発散スリット.『） 1”

⑬散乱ズリッM･) 叩“

⑳受光スリツド脚
．
》
．

＠種醗囲『， 28）
■

9d5~13.1,23～31

②検鮒の作成方法 口
ｏ
Ｌ
ｒ
・
８
◇
ｆ
０
騨
上
■
●
旬

○．検鰯I法を使用

検鯛Ⅱ法を鋤

その他（・ ）
●｡



I法

検鮒データ③

嵐1.画． ク.リソクイ〃 現10画 アモサイト 碑』麺 クロシドライト
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壁画

…

…

…

;:“ ；；
…

…
麺
恥

） 畷0

6W,0
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0． 1 9 a 4 0 0．
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石錦燃称 クリソクイル アモサイト
●

クロシドライト トレモライト／
アクチノライト

■

●

アンソフィヲイト
● 、

検出下限

.(％）

｡

O･”04 0.0㈹4 0.“12 0.0”7
● ●
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定赴下限．

(％）
､0．0007 0.001 OjO" 0.0015

○

ObOO62

、検峨の
相関係数<r)

0.” α” Q" Q99 0．99
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クリソタイル
D

■、

、

アモサイト

I
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Ｊ
Ｉ
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5b5X線回拙杼法による定盆分祈繩

5.5.3三孜分祈剛からの石憩分斬結果

も石魏名称(クリ．ソゥイル）

a

4

』

1

･石緯名称(アモサイト ）

~

1． ｝
･石錦名称.（ ）

，

鮒
脆

、
●

Mユ i(mg).

．②．

蹄
州
》
Ｍ

一
一

S
● ●

●

蕊さ率

＠

M8.mg)

⑳検鮒から暁み取っ
た三次分柵中の石
,錦貿量Aa@g)

● ●

曇
郷
側
》
㈹

＠
．

1 102 郷.18 Q433 ･4．44 065 1.0” 6.4

2 100 mb77 ob428 461 0.．“ 1.噸 6.1

3 101 “07 0..436 4．36 0.躯 X､0” 且2

石綿管 宥串の平均 6.6

剛
恥
．

e

p

●

一》

、

料の秤量弦

M1他g)

－
６
－

魯
録
．

科の秤馳
’■

Mamg)

⑳

残さ率

》
．
・
》

、

、検鮒から暁み取っ
た三紬釿醐中の石
紬質丑ABmg). ･

＠

.城跡
･(t).
》
㈹

＠

1 102 4418 ･0.鯛3 4.“ 0.穂 1.船0 4.4 。

2 flOO 4277 α鰹8 451 0.幻 ､1.伽 4.5

3 101 MO7 0..郷 4．36 0.“ 1.“0 私.6

霜諦憎南率の輪 仏5

剛
恥
．

錨
》
．
、
側

②
●

、
．
、
一
料
Ｍ

●

穆
葬
・
・
如

癖

②

残さ率

＠
・
剛
洲
・
伽

§
歌
榊
・
恥

③検鰯がら跣み取っ
た三次分析蝋中の石
.､錦質量A日紬

○● ●

、

型聡
(r) ･

＠

石締含有率
． （%〉

1
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